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合
雑

般
に
想
像
す
る
所
な

b
し
も
、
氏
は
制
御
泡
自
民
帝
I
C
の
問
に

b

I
乙
錐
も
、
之
に
よ

b
℃
良
好
な
る
無
形
の
殺
呆
b
t
m
何
た

存
す
る
私
交
関
係
を
利
用
し
℃
先
づ
私
人
的
銭
近
の
機
を
る
や
疑
な
h
t
所
な

b
。
氏
は
又
叶
バ
斗
川
闘
の
朕
態
改
諮

作
よ
り
惑
に
進
み
て
爾
閥
問
に
最
も
親
密
な
る
側
交
関
係
を
に
関
し
て
も
砧
極
的
に
し
て
且
つ
強
間
な
る
意
見
を
布
し

樹
立
す
る
に
歪
b
b
d
。
制
御
滋
に
収
λ

ソ
て
最
も
大
な
る
不
幸
た
ム
ツ
言
。
彼
の
刈
ペ
川
叶

1
は
和
的
政
府
の
干
渉
政
策
に

の
原
因
た
よ
リ
し
合
衆
凶
の
関
税
行
政
上
の
施
設
は
遁
世
な
よ
λ

リ
℃
凶
難
な
る
内
判
利
刈
引
当
列
閥
首
の
地
位
よ

b
放

る
幾
百
兆
を
加
へ
ら
れ
令
衆
闘
に
取

b
℃
通
商
上
有
利
な
る
遂
せ
ら
れ
た

9
1乙
雌
も
、
若
し
都
椛
制
政
府
の
黙
諾
微
λ
り

も
の
よ
」
な
λ

ソ
た
る
f
r
・
-
}
同
時
に
澗
品
閣
の
満
足
す
る
所
1
」な
λ
y

せ
ば
斯
か
る
結
果
は
得
ら
れ
ま
A
Y
し
な
ら
ん
。
古
倫

u
m

h
c
。

及

巴

那

ぬ

の

附

凶

h

札
制
到
す
る
関
係
も
亦
削
る
満
足
す
可
戸
、

公
衆
憾
に
在
住
す
る
猶
太
人
は
、
践
岡
及
び

y
l
メ
ユ
ヤ
朕
態
に
あ

b
て
之
が
怨
め
地
峡
運
河
の
間
務
を
可
能
な

に
於
け
る
其
同
胞
の
賦
態
を
改
一
義
せ
ん
が
殺
め
之
等
諸
閥
ら
し
め
た
り
。
玖
潟
は
A
W
衆
闘
の
占
傾
卒
定
に
よ
λ

リ
て
其

に
却
し
て
取
ι
リ
た
る
川
川
刈
叶
川
川
氏
の
斡
旋
を
長
く
白
山
内
乱
を
弘
知
か
れ
今
や
新
た
に
悶
難
な
る
自
治
の
脱
税
に
上

却
せ
wd
る

可

し

。

一

れ

b
。
之
れ
凶
家
が
斯
か
る
場
令
に
於
℃
信
義
を
mm
守
す

氏
は
滋
凶
在
住
狛
太
人
の
取
扱
問
題
k
m開
し
重
大
な
る
誠
一
一
円
き
の
好
枝
絡
を
世
界
け
い
示
し
た
る
も
の
と
一
誠
ふ
可
し
G

阪
を
受
く
る
や
、
庇
ち
に
外
交
上
の
悠
路
を
絞
℃
一
路
凶
政
一
弗
す
一
資
に
於
℃
も
平
和
は
保
殺
せ
ら
れ
行
政
制
u

肢
は
改
革

府
、
が
斯
が
る
請
願
を
嘉
納
す
る
の
意
わ
る
や
否
を
問
へ
」
せ
ら
れ
清
々
自
治
の
大
主
義
年
間
℃
共
・
品
少
な
進
め
つ
〉

b

h
。
合
衆
同
政
府
の
提
出
し
た
る
此
内
意
知
照
の
外
交
文
る
な

b
。
彼
の
問
医
事
件
の
結
巣
A
V
糸
闘
に
制
賦
せ
ら
れ

惑
は
貨
に
同
請
願
の
資
質
を
包
探
せ
る
も
の
に
し
℃
、
滋
た
る
償
金
の
大
部
分
乞
泌
設
し
て
治
闘
の
戚
謝
bz賊
ロ
、

同
政
府
は
同
事
件
を
以
て
単
に
一
の
内
凶
行
政
問
題
な

h

賂
・
来
に
於
け
る
同
捌
青
年
・
・
激
育
の
大
部
分
を
A
V
永
岡
の
学

】
乙
な
し
充
分
の
蹴
識
を
守
よ
り
て
同
請
願
の
受
納
乞
経
絡
せ
恕
に
牧
め
ん
I
乙
す
る
か
如

B
謀
議
謀
雄
制
の
存
す
る
所
主

1'[司 J

相
川
像
に
難
か
ら
ま
る
な
り
。
吾
人
は
合
衆
闘
が
其
総
隊
を
永
の
注
意
'
I
乙
興
味
i
乙
hz喚
起
せ
ム
ッ
。
而
か
も
之
等
の
問
題

し
て
世
界
辿
航
の
府
県
4.K遂
げ
し
め
到
る
所
に
共
同
旗
を
を
解
決
せ
ん
が
斜
め
に
は
合
衆
闘
は
綿
戒
に
於
〈
も
氏
の

秘
し
て
間
接
に
共
闘
戚
乞
扱
揚
せ
る
の
殺
果
に
就
て
は
怒
助
力
を
族
た
ゐ
る
可
か
ら
診
る
可
じ
。
任
期
…
仰
に
し
℃
共

に
敢
て
賢
一
一
一
"
を
費
す
の
裂
な
ろ
」
な
台
、
・
、
完
了
せ
る
事
業
は
多
か
ら

y
hし
と
蛾
も
氏
は
先
日
加
の
明

う

結

論

了

ど

以

て

泣

く

批

秘

の

前

訟

を

捌

察

し

後

継

者

代

向

℃

閥

家

Y
1
ズ
守
へ
Y
ト
氏
の
例
人
的
事
業
中
英
最
も
大
な
な
る
も
一
百
年
の
潟
め
鋳
浅
い
V

る
可
ん
ぐ
り
没
る
事
業
を
お
激
せ
ら
心

の
は
日
縁
談
和
俊
約
に
関
す
る
議
力
も
巴
wm馬
漣
河
の
良
一
ム
リ
に
ほ
及
行
政
の
話
局
者
は
賂
水
市
長
く
氏
の
指
放
せ
る
諸
純

牧
な
λ

リ
・
と
す
。
従
来
に
於
け
る
卒
和
の
問
題
は
求
、
だ
一
台
人
一
の
問
題
を
解
決
せ
ん
が
が
斜
め
に
浴
闘
せ
w
d
る
可
か
ら
な

の
記
憶
に
新
な
る
所
に
し
℃
氏
の
私
人
的
活
効
に
よ
ム
ソ
て
一
る
が
放
に
氏
の
開
始
せ
る
所
は
其
偉
大
な
る
人
初
舶
の
活
動

此
広
前
の
大
戦
役
は
終
局
せ
ら
れ
し
な
タ
。
其
会
闘
の
椛
一
紀
念
'
と
し
て
長
く
彼
等
の
念
頭
に
止
ま
る
可
し
。
(
完
)

大
に
じ
℃
譲
位
の
勇
断
巣
欣
な
る
、
氏
に
非
公
れ
ば
到
一

J
i
l
-
-
j
i
l
-
-

一

J
V
E
E
3
i
i
t

成
金
放
す
可
か
、
b
w
u
る
所
な
ら
t

と
は
外
交
界
に
於
け
る
静
一

i
M
W
l凶
M
l
同
w
i
H刊
E
E
-
-

論
の
一
致
す
る
所
な
ら
。
巴
一
郎
ぬ
述
河
の
町
民
一
般
に
よ

b
℃

一

気

賀

助

一

一

郎

一

解

説

司
地
峡
に
於
け
る
積
年
の
紛
併
を
解
決
し
今
や
氏
の
組
織
一

せ
る
一
大
関
態
除
は
盛
ん
に
此
奈
良
付
の
大
工
事
代
従
事
…
ア
ィ
叫
ノ
ツ
ボ
.
グ
ィ
y

チ
氏
経
治
政
策

し
つ
〉
わ
る
な

b
。
竣
工
の
践
に
は
世
界
人
類
を
粋
盆
す
ブ
イ
氏
の
経
済
書
は
粉
逸
話
の
終
怖
感
激
科
書
中
最
良
の

る

之

少

小

に

非

な

る

可

し

。

許

み

の

ム

y
℃
特
に
其
第
一
忽
経
済
派
論
は
肱
に
気
い
ん
バ
氏
、
に
よ

ん
寸
や
氏
は
行
政
長
官
の
地
位
を
去
れ
る
も
氏
の
遣
業
は
彩
f

ム
リ
℃
邦
訟
に
秘
詳
せ
ら
れ
準
生
の
賀
山
県
た
り
し
が
今
叉
第

四
，
し
く
自
営
に
止
ま
れ
ム
ソ
。
氏
は
議
織
の
問
題
に
就
b
d
℃
役
三
忽
絞
際
政
策
の
縦
誇
を
見
る
に
至
れ
ら
。

新

著

批

評

五一一一七
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抑
も
経
済
政
策
事
は
フ
ク
(
同
氏
経
済
政
策
率
第
一
版
は
な
る
も
の
は
プ
ィ
氏
の
書
止
措
芯
他
に
之
わ
る
可
わ
ら
ず
。

一
八
二
八
年
の
出
版
に
係
る
)
以
来
粉
逸
に
於
℃
は
経
済
フ
ィ
氏
経
済
政
策
は
二
忽
よ

h
成
λ
y
上
溶
は
農
工
業
及
び

撃
中
の
獅
立
せ
る
一
一
分
科
と
認
め
ち
る
〉
に
去
り
た
れ
れ
ど
劉
外
商
業
政
策
の
部
に
し
て
下
容
は
泌
総
交
池
内
附
商
業

も
共
仰
の
諸
闘
の
感
者
は
此
磁
別
を
な
び
、
ず
産
業
に
開
す
政
策
及
び
所
得
政
策
の
部
な
ら
而
し
℃
縦
済
政
策
に
闘
す

る
各
輔
の
問
題
は
経
済
原
論
中
に
於
て
簡
一
知
h

川
町
一
部
分
の
了
。
夜
来
の
著
書
は
其
分
類
を
な
す
に
常
た
λ

リ
て
材
料
の
牧

み
之
を
論
ず
る
が
故
に
総
務
上
の
賞
際
問
題
に
関
す
る
統
一
一
質
を
標
準
と
し
て
之
を
農
工
商
等
に
分
繰
す
る
例
I
乙
す
れ

一
せ
る
議
論
を
級
車
事
習
に
際
し
て
甚
だ
じ
h
c
不
便
な
b
J
L
w
ど
も
ア
4

氏
は
此
の
分
類
法
を
以
℃
遺
憾
の
対
多
し
と
な

簡
は
ず
而
し
て
之
を
除
か
ん
之
欲
せ
ば
経
隣
政
策
製
戒
は
一
し
問
題
を
標
準
t
乙
し
℃
上
怨
を
生
産
組
織
政
策
及
び
生
産

服
用
総
務
部
ナ
又
は
総
務
各
論
と
税
す
る
経
済
紘
一
T

の
一
一
分
科
一
政
策
之
し
叉
之
を
夏
、
b
k
良
工
業
等
に
分
類
せ
れ
リ
削
ち
左

右
認
め
W
C
る

可

か

ら

ず

。

一

の

如

し

。

経
済
政
策
事
ま
往
ぬ
必
と
於
℃
の
み
行
は
る
と
所
な
れ
y

ニ

も
同
闘
に
於
引
い
パ
ム
著
述
出
版
以
来
航
比
一
八
十
除
年
一
生
産
組
織
政
政
…
川
れ

を
経
過
せ
る
に
拘
は
ら
ず
之
に
附
す
る
著
越
は
甚
だ
少
な
一
(
狭
義
の
生
産
政
策
一
汲
栄

一
生
産
政
策
山

t
J
(

〕

菜

く
英
大
な
る
も
の
に
歪

b
℃
は
ロ
ッ
ジ
ャ

l

三
J
ン

。

べ

一

〔

劉

外

商

業

政

策

Y
ヒ
等
叉
英
・
・
小
な
る
も
の
に
歪

h
℃
は
ゴ
シ
ラ
ー
ド
ア
ィ
…
而
し
℃
此
の
上
怨
は
今
同
気
賀
氏
の
桃
川
仰
す
る
所
に
じ
℃

リ
ノ
ァ
ポ
グ
ィ
ヅ
チ
等
あ
る
に
す
wg
ず
然
る
に
率
生
の
過
積
用
英
原
書
は
一
九

O
五
年
出
版
の
第
三
版
‘
テ
基
礎
と
せ
ち
然

と
し
て
は
ロ
ッ
シ
ヤ

1
v
f
f
ン
イ

Y
ヒ
は
大
一
に
失
じ
叉
る
に

7
7
K
は
下
谷
(
之
は
昨
年
の
出
版
に
係

b
延
々
中

コ
ン
フ
!
ド
は
喰
問
題
を
多
く
蒐
集
す
る
の
み
に
し
て
統
気
賀
氏
に
よ
F
9
℃
解
説
注
必
可
し
l
乙
J
X
f
m
)

を
分
類
す
る

一
を
放
く
の
級
以
ゐ

b
而
じ
て
此

mk於
て
英
最
も
趨
設
に
皆
λ

リ
て
は
以
前
の
方
法
の
不
可
な
る
を
悟
λ

ソ
材
料
の
故

j ， 
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